
令 和 ８ 年 第 ９ 回 

富 山 県 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

Ⅰ 開会及び閉会の日時 

令和８年８月 19日（水） 

開会午後１時 30分、閉会午後１時 47分 

Ⅱ 場所 

県庁４階大会議室 

Ⅲ 出席委員 

１番  大西 ゆかり      ２番  松岡  理      ３番   坪池   宏 

  ４番  黒田  卓       ５番  牧田 和樹      教育長  廣島 伸一 

Ⅳ 説明出席者 

   教育次長       矢野 康彦 

教育次長・教育みらい室長          田中 宏育 

教育次長          初田 正樹 

   参事・教育企画課長     森安 祐成 

教育参事・教育みらい室小中学校課長   木下 貴子 

教育参事・教育みらい室県立高校課長   宮池 秀洋 

教育参事・教育みらい室特別支援教育課長  魚津 直美 

参事・教育みらい室県立高校改革推進課長   丸田 祐一 

生涯学習・文化財課長    中川 武志 

教職員課長     水上 優 

保健体育課長        前川 秋人  

教育企画課課長（ICT教育推進担当）   五十嵐 佳美 

教育みらい室課長（高校教育充実強化担当）        武末 宏和 

教育みらい室課長（特命担当）   江上 有紀 

   教育みらい室課長（児童生徒支援担当）   金場 安史 

教育みらい室課長（夜間中学設置準備担当）   岩田 理恵子 

生涯学習・文化財課課長（青少年・家庭成人教育担当）   小川 理香 

保健体育課課長（食育安全担当）        川田 康弘 

Ⅴ 傍聴人数  １人 

Ⅵ 会議の要旨 

 午後１時 30分、教育長が開会を宣する。 

 

１ 会議録の承認について 

  令和８年７月 23日開催の令和８年第８回富山県教育委員会会議録 

会議録閲覧 

廣島教育長から可否を諮ったところ、全員異議なく承認した。 

 

２ 報告事項 

（1）産業イノベーション人材育成等に資する高等学校等教育改革促進事業の追加申請及び富山県「高

校教育改革実行計画」検討会の開催について    



教育みらい室課長（高校教育充実強化担当）から説明した。   

 

３ 議決事項 

午後１時 42分、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14条第７項ただし書の規定に基づ

き、議案第 27号については、委員全員の同意により会議を非公開とすることを可決し、議事の審議

に入った。 

 

議案第 27号 富山県青少年自然の家指定管理候補者選定委員会委員任命の件 

生涯学習・文化財課長から説明し、原案のとおり可決した。 

     

なお、非公開で審議した議案第 27号については、適切な時期に公表することを決定した。 

 

 

４ 今後の教育委員会等の日程について 

教育企画課主幹から説明した。 

 

 ５ 議事  

〇報告事項(1)関係 

〔牧田委員〕 

・１つ目に、高岡工芸高校について、「とやま型デュアルシステム」に向けて今回申請するということ

だが、このデュアルシステムは富山県の今の高校再編の１つの目玉なので、全面に押し出してもらえ

ると良いと思う。 

・２つ目に、富山商業高校について、アントレプレナーシップと AI・データサイエンスを武器にとある

が、全くイメージできない。学校としてどう改革していくかが分からないので、現段階で、たとえば

こういうアントレプレナーシップのために校舎を変えていく等の計画があれば教えてほしい。 

〔教育みらい室課長（高校教育充実強化担当）〕 

・１つ目の高岡工芸高校については、「とやま型デュアルシステム」を全面に押し出しているので、ア

ピールしていきたい。 

・２つ目の富山商業高校については、これまでも商業教育でアントレプレナーシップの育成を図ってき

ているが、失敗を恐れずにチャレンジする力をより高めていく。さらに AI・データサイエンス等の力

も身につけるように専門科目も改革し、商業の科目に AI・データサイエンスを取り入れるよう取り組

んでいきたい。企業現場にも積極的に出て行き、最前線で企業の皆様と触れ合うことで自身のアント

レプレナーシップを高めたり、現場でのマーケティングや販売実習も含めて実践力を高めていきたい。

現在も TOMI SHOPという取組みが年 1回行われているが、今回の施設整備では、外部の方との交流を

促進するため、店舗型の実習施設を整備する予定としている。その中で実際の店舗経営というものも、

リアルな社会と結びついた学習として展開していき、それぞれの学びを高めていきたいと考えている。 

〔牧田委員〕 

・AIについて、ハード的にはどうか。 

〔教育みらい室課長（高校教育充実強化担当）〕 

・既存の校舎の中に、必要なハイスペック PC等を取り込んだ設備を設置する。データサイエンスルー

ム等、AIの実施が可能な形で設備も高度化するということで取り組んでいく。 

〔牧田委員〕 

・前回の魚津高校が採択された際は、入試も変えていくという報道があったと思う。データサイエンス



は数学ができないと全く話にならないが、入試についても考慮するということか。 

〔教育みらい室課長（高校教育充実強化担当）〕 

・現在の計画では入試制度までは言及していない。今後の展開を踏まえて検討していきたい。 

 

午後１時 47分、議事が終了したので教育長が閉会を宣した。 


